












要  旨:大阪府立母子保健総合医療センターは昭和 56 年に周産期医療センターとして発足

し,平成 3年に小児医療部門が診療を開始した。当初から保健所との連携を念頭に置き,病

院部門とは別に企画調査部地域保健室が設置された。地域保健室には医師と保健婦が配属

され, センターを利用する患者の保健指導,保健所との連携業務を行う他,調査研究や普及

活動による大阪府全体の母子保健の推進という役割を持つ。周産期医療センター時代から

ハイリスク新生児については保健所と共同してフォローアップを行ってきた。近年は小児

虐待などの養育問題や慢性疾患を持つ小児の QOL 向上など新しい課題が比重を増している。


